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み： 「自ら学び」 

な： 「仲間を愛し」 

と： 「共に高め合う」 

〇 異例の 1学期が終わります!!  

始業式、入学式こそできましたが、臨時休校から始まった 1 学期でした。いろいろな学校行事

も変更や中止となり、生徒や保護者の皆さんには大変心配をかけたことと感じています。しかし

ながら学校が再開され、「ふつうに学校で生活できる」ことの素晴らしさも体感できたのではない

でしょうか。臨時休業中の授業を取り戻すために夏休みも短縮されますが、健康に過ごせること

の幸せを感じて生活してほしいと思っています。 

 

〇 頑張った地区中体連！3年生お疲れ様でした。 

熱心に、そしてひたむきに中体連に取り組んでくれた 3年生に拍手を送ります。野球・男子ソフ

トテニス・女子バレー・女子卓球・水泳・剣道・陸上競技と、それぞれの競技で新型コロナウイルス

による感染症対策を十分に行ったうえで大会が開かれ、自分に挑戦して力を出しきってくれたと

思っています（まだ柔道競技は行われていません）。3年生はそれぞれの活動の経験を生かし、

自分の進路に新たな目標をもって進んでください。 

 

 
今後は 1，2年生が部活動の主役となります。部活動のいろいろな体験は、社会に出てから必

要となることの基礎を学ぶことができます。人間力を磨き、一回り大きな自分になれるように頑張

っていきましょう。 
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〇 平和集会（7月 31日） 

本来ならば 8月 6日の登校日に行うはずでした。昭和 20年 8月 6日 8時 15分に世界で

初めて広島に原子爆弾が投下された日です。この日と 8月 9日の長崎への原爆投下の日、 

6月 23日の沖縄慰霊の日は日本人にとって覚えておくべき日だと個人的に思っています。 

もう 25年以上前になると思いますが、修学旅行で広島に行きま

した。5月の暑い日、平和公園の樹の下で、女性の被爆者からお話

を伺いました。 

最初の一言が 「こんにちは。みんなが座っているその地面の下

には、今もたくさんの原爆で亡くなった方が埋まっているのよ…」 

でした。今でも忘れることができません。 

原爆が投下されたのは 75年も前のことですが、一人ひとりが心

に刻み、次の世代に語り続けないといけないことだと思います。夏

休みにも、戦争や平和、原爆に関するテレビ番組がたくさん放送さ

れると思います。いろいろなことを感じ自分で考えて、平和をつな

いでいく人になってほしいと願います。 

 

〇 さぁ いよいよ夏休みです!! 

ウキウキしているでしょうが、ちょっとその前に、だいぶ前の中学生からのアドバイスです。 

① 規則正しい生活を！ 

ゲームをやったり動画をみたりして、ついつい寝る時間が遅くなり、そのせいで朝も起きら

れなくなりがちです。生活のリズムが狂ってきます。 

 具体的には： 起床時間・学習時間・就寝時間の 3つを固定 しましょう。 

② 学習の習慣をつけましょう！（特に 3年生は） 

 各教科から課題が出されますが、必ず絶対に提出してください。10月に渡す前期通知表

の評価の大きな要素になります。 

※ 成績をあげるには 100日間は学習を継続しないといけません 

具体的には： 毎日午前中 2時間、午後に１～3時間の学習時間の確保 をしてください。 

③ 家族の一員として普段できないことを頑張りましょう！ 

家にいる時間が長くなるとおもいます。お盆などで、親せきと会う機会も多くなります。料

理や家の手伝いなど家族の一員としてできることを頑張ってください。 

具体的には： 自分で決めた手伝いを家族に宣言 しましょう。 

自分を自分で追い込むことも必要です。 

 

 「いい大人」になるために、一緒に頑張っていきましょう  


